










要約 川崎病の心後遺症として,心筋病変にも注目する必要があると考えられ,今回は,右

室心内膜心筋生検組織所見と左室駆出率について検討した。冠動脈障害が強いほど,とくに

冠動脈瘤最大径が大きいほど,心筋組織スコアは高値を示し,左室駆出率は低値を示す傾向

にあった。経過で左室駆出率が 5%以上低下した 3例では組織スコアも悪化した。 


